
立命館による支援の「今」をお伝えします。
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●福島県と立命館共催イベント
『ふくしまの今を語ろう』開催

2015年12月20日(日)、立命館大学い
ばらきキャンパスにて、「風評と風化
」二つの風に向き合い、現地の今を知
り、感じ、考える1日として『ふくし
まの今を語ろう』を開催しました。

当日は、述べ180名の方に参加いただ
き、映画「物置のピアノ」の上映、映
画プロデューサー橘内裕人さんと映画
トーク、「福島プロジェクト調査」活
動を毎月行っておられる立命館大学名
誉教授安斎育郎先生、風評・風化政策
推進を勤める福島県風評・風化対策監
野地誠さん、大学を１年間休学して福
島県楢葉町で活動している西崎芽衣さ
ん、震災支援活動を行う学生から活動
報告と橘内さんも交えて会場とのトー
クセッション、福島県産の白ご飯や楢
葉町郷土料理“マミーすいとん”の試食
コーナー、起き上がり小法師絵付け体
験、福島県や支援活動を行う学生と災
害復興支援室の展示、福島県のゆるキ
ャラ“キビタン”と遊ぶ企画、福島にか
かわる本の植本セレモニー、福島の語
り部さんによる紙芝居を行いました。

＜来場者の感想＞

「表面だけしか理解していないことが
よく分かった。不安なことを理解でき
た様に思う」「現在の色々な問題点が
明確になり、考え方に関するヒントが
得られた」「郷土料理美味しかった」
「福島県に行きたいと思った」

▼会場の様子

【活動レポート 8月-12月】
●ボランティアバス企画

【第32便】後方支援スタッフ派遣
～ふくしま第１便 楢葉町ゆき～

学生15名が参加。「避難指示解除準備
区域」に指定されていた福島県楢葉町
で、 9月5日に避難指示を解除される
町民に向き合う活動を行いました。
2015年8月5日(水)、放射線や今回の
活動を学ぶ事前研修を開催。8月31日
(月)～9月6日(日)に現地に赴き、町民
の帰町に向けて一般社団法人ならはみ
らいと共に、楢葉町民の「これまで」
と「これから」の思いを「楢葉町のき
おく」として写真と言葉により記録に
残す活動を行いました。また、作成し
た作品を9月5日に開催された「復興記
念式典」で展示をしたり、5日0時(4日
24時)に開催されたキャンドルナイト
の運営のお手伝いをしました。

＜参加した学生の感想＞

「原発の影響はまだまだ残っていて深
刻な問題な分、復興が遅れているよう
な印象を受けました」「実際は辛い経
験をしていても、強く明るく生きてい
る方が多く、私が元気を貰いました」
「正解なんて誰にも分からない。避難
指示解除を機に楢葉に戻るという方も
いれば、戻らず新たな場所で生活を続
ける方もいて、それぞれが正解で、そ
れぞれが前を見ていました」

▼活動の様子

●ボランティアバス企画
【第33便】後方支援スタッフ派遣
「産直やませの丘」の建設活動

学生8名が参加。2015年9月12日(土)
～20日(日)に宮古市田老にある「たろ
う道の駅」の移転先に新設される産直
販売所「産直やませの丘」の建物（O

DENSE3）の建設を、宗本先生のもと
で勉強している研究生、さくらサイエ
ンスプログラムで建築の勉強に来てい
るラオス大学とインドネシア・イスラ
ム大学の学生と共に行いました。

1日目は視察を通し、震災当時の様子
や被害状況、津波が多い地域での教訓
について学びました。2日目からは、
研究生に指導を受けながら建設活動を
行いました。最終日は、チリで地震が
発生したことで津波注意報が発令、津
波に対しての現地の動きと津波の怖さ
を体験しました。最終日は、感謝状贈
呈式が開催され、宮古市長から大学と
学生に感謝状をいただきました。夜に
は道の駅の方にパーティーを開催いた
だき、現地の方々と交流をしました。

＜参加した学生の感想＞

「思った以上に復興が進んでいてびっ
くりしました。だけど作業中に津波警
報が出るなど、津波の怖さを思い知り
ました」「現地は何もかもが流され更
地ばかりで、ここに家が沢山建ってい
たとは想像もつかなかった。仮設住宅
の多さから被害の大きさを感じた」

▼活動の様子
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立命館では東日本大震災発生後、被災地域の大学からの支援要請など、緊急的・総合的に判断・対応が必要なものや、学生のボラン
ティア活動、支援に関わる教員の教育・研究活動へのサポートなど、学内外の情報を整理し具体化していく必要性があると判断し、
2011年4月21日に、「立命館災害復興支援室」を設置しました。＜公式web http://www.ritsumei.ac.jp/rs/20110311/＞

●立命館守山中学校・高等学校の生徒による取り組み

生徒14名が、 12月23日(水)は宮城県石巻市の仮設住宅、24日(木)福島県楢葉町を訪問
し、現地の方々と交流をしました。クリスマス会を開催し、現地の方に町内を案内して
いただき生徒たちが気づいた楢葉町の良いところを発表しました。

＜参加者のコメント＞

「今私が一番伝えたいことは『行って、見て、聞いて、体験しなければ何もわからない
』という事です。『すべてを失った自分に仮説住宅は本当にありがたい』と話してくれ
る人の表情や、放射能被害をうけた街に人の笑顔が戻るよう必死に努力し、働く現地の
人の熱意。これらは、実際に訪れたからこそ気付けたことだと思います。現地の人の前
向きな心に背中を押され、自分の夢のために努力しようと強く思いました。」 「出会
った人は皆、震災というものを経験して不安に思っていながらも、笑顔で楽しそうに教
えてくださり、前を向いて歩いているように感じ、自分自身が元気になれました。ぜひ
もう一度東北を訪れたいです。」

編集後記

●平成27年度大学間連携災害ボラン
ティアシンポジウム

「震災から5年目へーいままで、いま、
そしてこれから」

市民フォーラムのコーディネーター、
後方支援32便参加学生が活動報告

2015年12月12日(土)～13日(日)に開
催されたシンポジウムに、災害復興支
援室副室長の山口洋典（共通教育推進
機構准教授）が市民フォーラムのコー
ディネーターを務めました。また、後
方支援スタッフ派遣プロジェクト第32
便に参加した学生3名が、活動報告を
行いました。当日は、全国の大学から
災害復興支援活動に取り組む学生、教
員、職員が集い、講演やポスターセッ
ション、分科会、市民フォーラム、情
報交換会を通して、他大学の情報と意
見交換を行い、誰もが積極的に参加す
る内容の濃いシンポジウムでした。

▼会場の様子

●京都文教大学主催
「東日本大震災復興支援学生シンポジ
ウム～復興とその先、関西からできる

こと～」
後方支援32便参加学生が活動報告

2015年12月19日(土)、京都文教大学
災害復興支援シンポジウム実行委員会
が主催のシンポジウムに後方支援スタ
ッフ派遣プロジェクト第32便に参加し
た学生５名が、活動報告をしました。

このイベントは、各大学で災害復興に
取り組む学生が交流することで、他大
学での取組みを知ると同時に自らの取
組みを見つめ直し、今後の活動につい
て考える機会とすることを目的に開催
されました。当日は、京都文教大学、
神戸学院大学、龍谷大学、佛教大学、
立命館大学の学生と職員約30名が参加
し、それぞれの学校からの活動報告と

春期休暇を利用して東北の支援活動
を行う学生の旅費支援を行っていま
す。次号でご報告します。（か）

足を運び、学校建築活動が始まりまし
た。帰国後の9月中旬頃からネパール
はインドによる非公式の経済封鎖に直
面し、100％輸入に頼っていたガス・
ガソリンが輸入できず、資材を運搬す
るトラックが動かせず、活動を一時中
断しています。学校開校は2月を予定
していましたが、2月には再度ネパー
ルに行き活動再開、現地子どもたちと
の交流を予定しています。目標600万
円を達成するために、これからもがん
ばります。

▼現地子どもたちから寄付者宛てに描
いた絵と写真

---------------------------------------

【今後の主な取組み予定など】

◆災害復興支援室のホームページを

リニューアル！

各情報をよりわかりやすくお伝えでき
るように、2月下旬にホームページを
リニューアルします。URLの変更があ
りますので、「お気に入り」「ブック
マーク」の登録変更をお願いします。

◆3月「3.11いのちのつどい」開催

今年も東日本大震災から6年目を迎え
る3月11日(金)に開催。東北のこと、
立命館が取り組む復興支援活動につい
て様々な形でお伝えし、これからを考
える機会になればと思います。詳細が
決まりましたら、ホームページ等で案
内致します。

◆福島県主催「FUKUSHIMA
STUDY TOUR」留学生5名派遣

3月9日～14日、イギリスUniversity 
College Londonの学生たちと一緒に
、福島県の復興の状況を視察し学生間
の相互交流を通して、復興支援への理
解を深めます。
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グループディスカッションが行われま
した。立命館からは、福島県楢葉町で
取り組んだ活動報告と、町民の声を届
けました。そして、活動を通して課題
や今後の活動について発表しました。
▼会場の様子

●立命館土曜講座12月講座「東日本

大震災５年と復興・支援～距離を越えて
つながりあうこと～」を開講

2015年12月5・12・19日（土）に、
「東日本大震災5年と復興・支援」を
開講し、延べ270名程の方にお越しい
ただきました。

＜来場者のコメント＞

「あれほど堪大な被害を出したにもか
かわらず、原発再稼動が進められよう
としている今、福島の課題を考えるに
あたって柔軟な視点を持たせていただ
き、ありがとうございます。」「一般
のマスコミでは触れない面を教えてい
ただき、ありがとうございました。」
「東日本大震災の被災地支援に対する
本学の熱意とその活動を伺い、支援の
あり方について目から鱗が落ちる思い
だ。遠隔地であるにもかかわらず、現
地へ赴き要望にこたえる対応は力強い
支援となっているに違いない。」

■ネパール大震災復興支援教職員
募金寄付先「プロジェクト大分・

ネパール」から中間報告

2015年7月15日～31日に、教職員の
みなさまにご協力いただきました募金
の寄付先「プロジェクト大分・ネパー
ル」から活動の報告が届きました。

＜団体からの報告＞
5月20日から活動を開始し、約7ヶ月
間様々な活動を行い、4,007,205円の
寄付を集めました。8月にネパールへ
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